
(57)【要約】　　　（修正有）

　

【課題】始動課程において高効率の触媒を有する過給式

内燃機関を提供する。

【解決手段】それぞれ共通軸を介して結合されている、

排気側に配置された少なくとも一つのタービン１３及び

給気側に配置された少なくとも一つの圧縮機１４を備え

、排気側でタービンの後方に直列に設けられている少な

くとも一つの第１の触媒３０を備え、内燃機関の低温時

に前記第１の触媒を急速加熱するための装置４０を備え

、前記装置が、それぞれのタービンをバイパスするため

の、少なくとも一つのタービンに並列に配置された配管

を有し、及び前記装置が切換装置４２を有し、切換装置

は排気側で配管及びタービンからなる並列配置の手前に

直列に設けられ、及び切換装置により、排気ガスのどれ

だけの部分量が場合によりタービンを介して、及びどれ

だけの部分量が場合により配管を介して第１の触媒に直

接供給されるかを設定可能である、内燃機関用過給装置

に関するものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ 共 通 軸 （ １ ５ 、 １ ８ ） を 介 し て 結 合 さ れ て い る 、 排 気 側 に 配 置 さ れ た 少 な く と
も 一 つ の タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） 及 び 給 気 側 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 圧 縮 機 （ １ ４
、 １ ７ ） を 備 え 、
　 排 気 側 で タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） の 後 方 に 直 列 に 設 け ら れ て い る 少 な く と も 一 つ の 第 １
の 触 媒 （ ３ ０ ） を 備 え 、
　 内 燃 機 関 （ １ ） の 低 温 時 に 前 記 第 １ の 触 媒 （ ３ ０ ） を 急 速 加 熱 す る た め の 装 置 （ ４ ０ ）
を 備 え 、
　 前 記 装 置 （ ４ ０ ） が 、 そ れ ぞ れ の タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） を バ イ パ ス す る た め の 、 少 な
く と も 一 つ の タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） に 並 列 に 配 置 さ れ た 配 管 （ ４ １ ） を 有 し 、 及 び
　 前 記 装 置 （ ４ ０ ） が 切 換 装 置 （ ４ ２ ） を 有 し 、 切 換 装 置 （ ４ ２ ） は 、 排 気 側 で 配 管 （ ４
１ ） 及 び タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） か ら な る 並 列 配 置 の 手 前 に 直 列 に 設 け ら れ 、 及 び 切 換 装
置 （ ４ ２ ） に よ り 、 排 気 ガ ス の ど れ だ け の 部 分 量 が 場 合 に よ り タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） を
介 し て 、 及 び ど れ だ け の 部 分 量 が 場 合 に よ り 配 管 （ ４ １ ） を 介 し て 第 １ の 触 媒 （ ３ ０ ） に
直 接 供 給 さ れ る か を 設 定 可 能 で あ る 、 内 燃 機 関 （ １ ） 用 過 給 装 置 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 装 置 （ ４ ０ ） が タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） 及 び ／ 又 は 全 体 過 給 装 置 （ １ ０ ） の ハ ウ ジ
ン グ （ ５ １ ） 内 に 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） の 少 な く と も 一 つ が 可 変 タ ー ビ ン 形 状 を 有 す る タ ー ビ ン と し て
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 ２ の 触 媒 （ ３ １ ） が 設 け ら れ 、 第 ２ の 触 媒 （ ３ １ ） は 前 記 配 管 （ ４ １ ） 内 に 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 ２ の 触 媒 （ ３ １ ） が 第 １ の 触 媒 （ ３ ０ ） よ り も 小 さ く 形 成 さ れ 且 つ 第 １ の 触 媒 （ ３ ０
） の 手 前 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 ２ の 触 媒 （ ３ １ ） が タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） 及 び ／ 又 は 全 体 過 給 装 置 （ １ ０ ） の ハ ウ
ジ ン グ （ ５ １ ） 内 に 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 過 給 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 過 給 装 置 （ １ ０ ） が 、
　 第 １ の 共 通 軸 （ １ ５ ） を 介 し て 相 互 に 結 合 さ れ て い る 、 そ れ ぞ れ 一 つ の 高 圧 タ ー ビ ン （
１ ３ ） 及 び そ れ ぞ れ 一 つ の 高 圧 圧 縮 機 （ １ ４ ） を 有 す る 少 な く と も 一 つ の 高 圧 段 （ １ １ ）
を 備 え 、 及 び
　 第 ２ の 共 通 軸 （ １ ８ ） を 介 し て 相 互 に 結 合 さ れ て い る 、 そ れ ぞ れ 一 つ の 低 圧 タ ー ビ ン （
１ ６ ） 及 び そ れ ぞ れ 一 つ の 低 圧 圧 縮 機 （ １ ７ ） を 有 す る 、 前 記 高 圧 段 （ １ １ ） の 後 方 に 配
置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 低 圧 段 （ １ ２ ） を 備 え た 、
二 段 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ （ １ ０ ） と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６
の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 切 換 装 置 （ ４ ２ ） を 制 御 す る た め の 制 御 装 置 （ ５ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も 一 つ の セ ン サ 装 置 （ ５ ２ ） が 設 け ら れ 、 セ ン サ 装 置 （ ５ ２ ） は 、 排 気 ガ ス の
温 度 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 触 媒 （ ３ ０ 、 ３ １ ） の 温 度 及 び ／ 又 は 内 燃 機 関 （ １ ） の
回 転 速 度 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） の 回 転 速 度 及 び ／ 又 は 少 な
く と も 一 つ の 圧 縮 機 （ １ ４ 、 １ ７ ） の 回 転 速 度 を 測 定 す る た め に 設 け ら れ て い る こ と を 特
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徴 と す る 請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 切 換 装 置 （ ４ ２ ） が 操 作 可 能 又 は 制 御 可 能 に 形 成 さ れ 、 こ の 場 合 、 操 作 変 数 な い し 制 御
変 数 （ ａ １ － ａ ３ ） と し て 、 セ ン サ 装 置 （ ５ ２ ） に よ り 測 定 さ れ 又 は そ れ か ら 導 か れ た 信
号 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 操 作 変 数 な い し 制 御 変 数 （ ａ １ － ａ ３ ） が 、 電 気 信 号 、 空 気 信 号 、 機 械 信 号 又 は 油 圧 信
号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 切 換 装 置 （ ４ ２ ） が 、 内 燃 機 関 （ １ ） の 排 気 ガ ス が 少 な く と も 一 つ の タ ー ビ ン （ １ ３ 、
１ ６ ） 又 は 配 管 （ ４ １ ） の い ず れ か を 介 し て 導 か れ る 切 換 装 置 と し て 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ １ の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 切 換 装 置 （ ４ ２ ） が 、 ス ラ イ ダ 及 び ／ 又 は フ ラ ッ プ 及 び ／ 又 は 絞 り 弁 及 び ／ 又 は 配 管 開
閉 装 置 と し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 過 給 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 制 御 装 置 （ ５ ０ ） が 操 作 変 数 及 び ／ 又 は 制 御 変 数 （ ａ １ － ａ ３ ） の 関 数 と し て 切 換 装 置
（ ４ ２ ） を 動 的 に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ な い し １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 過 給
装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も 一 つ の 給 気 入 口 （ ５ 、 ７ ） 及 び 少 な く と も 一 つ の 排 気 出 口 （ ６ 、 ８ ） を 設 け
た 少 な く と も 一 つ の シ リ ン ダ （ ２ ） を 有 す る エ ン ジ ン ・ ブ ロ ッ ク を 備 え 、
　 過 給 装 置 （ １ ０ ） の タ ー ビ ン （ １ ３ 、 １ ６ ） が 排 気 出 口 （ ６ 、 ８ ） の 後 方 に 配 置 さ れ 且
つ 過 給 装 置 （ １ ０ ） の 圧 縮 機 （ １ ４ 、 １ ７ ） が 給 気 入 口 （ ５ 、 ７ ） の 手 前 に 配 置 さ れ て い
る 、 上 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 過 給 装 置 （ １ ０ ） を 備 え た 、 内 燃 機 関 （ １ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 過 給 装 置 （ １ ０ ） が 少 な く と も 一 つ の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ （ １ ０ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 内 燃 機 関 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 内 燃 機 関 （ １ ） が オ ッ ト ー ・ サ イ ク ル ・ エ ン ジ ン 又 は デ ィ ー ゼ ル ・ エ ン ジ ン と し て 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に 記 載 の 内 燃 機 関 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 燃 機 関 用 過 給 装 置 及 び こ の よ う な 過 給 装 置 を 備 え た 内 燃 機 関 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 過 給 装 置 は 、 例 え ば 単 段 、 二 段 又 は 多 段 に 形 成 さ れ て い て も よ い 排 気 ガ ス ・
タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ で あ る 。 排 気 ガ ス ・ タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 各 段 は 、 給 気 側 で エ ン ジ ン の 入
口 の 手 前 に 配 置 さ れ て い る 圧 縮 機 及 び 排 気 側 で エ ン ジ ン の 出 口 の 後 方 に 配 置 さ れ て い る タ
ー ビ ン か ら 構 成 さ れ て い る 。 タ ー ビ ン 及 び 圧 縮 機 は 共 通 軸 を 介 し て 相 互 に 結 合 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 単 段 で 形 成 さ れ て い る 排 気 ガ ス ・ タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に お い て は 、 排 気 ガ ス 流 れ は タ ー ボ
チ ャ ー ジ ャ の タ ー ビ ン を 介 し て 触 媒 に 導 か れ る 。 こ の よ う な 排 気 ガ ス 案 内 に お い て は 、 後
方 に 配 置 さ れ た 触 媒 は 、 そ れ が 所 定 の 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で に 特 定 の 時 間 を 必 要 と す る
こ と が 問 題 で あ る 。 し か し な が ら 、 触 媒 の 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で の 間 は 、 触 媒 の 転 化 率
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し た が っ て 効 率 も ま た 比 較 的 小 さ い 。 こ の 問 題 点 は 、 後 方 に 配 置 さ れ た 触 媒 ま で の 排 気 管
が き わ め て 長 い と き に 特 に 顕 著 に 現 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 新 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 過 給 式 内 燃 機 関 は 二 段 過 給 を 備 え て い る こ と が あ る 。 二 段 タ ー
ボ チ ャ ー ジ ャ は そ れ ぞ れ 一 つ の 圧 縮 機 及 び 一 つ の タ ー ビ ン を 有 す る 低 圧 段 並 び に 高 圧 段 を
有 し て い る 。 こ の 場 合 、 排 気 ガ ス は 高 圧 タ ー ビ ン 及 び そ の 後 方 に 配 置 さ れ た 低 圧 タ ー ビ ン
を 介 し て 触 媒 に 到 達 す る 。 こ の よ う な 二 段 過 給 装 置 を 備 え た 内 燃 機 関 が 例 え ば ド イ ツ 特 許
公 開 第 １ ９ ８ ３ ７ ９ ７ ８ 号 及 び １ ９ ５ １ ４ ５ ７ ２ 号 に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る の で 、 そ の 構
造 及 び 機 能 に つ い て は こ こ で は 詳 細 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 二 段 に 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に お い て は 、 高 温 の 排 気 ガ ス 流 れ が タ ー ボ チ ャ ー ジ
ャ の 両 方 の 段 を 通 過 し て 流 れ る 間 に 著 し く 冷 却 さ れ る の で 、 触 媒 を 作 動 温 度 ま で 急 速 に 加
熱 す る こ と が 極 め て 困 難 で あ り 、 し た が っ て 、 後 方 に 配 置 さ れ た 触 媒 が 作 動 温 度 ま で 加 熱
さ れ る 時 間 は 、 単 段 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に お い て よ り も 著 し く 長 く な る 。 こ の 時 間 の 間 は 、
触 媒 の 転 化 率 は 十 分 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ８ ３ ３ ６ １ ９ 号 は 単 段 で 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 過 給 式 内 燃
機 関 を 記 載 し 、 こ の 内 燃 機 関 に お い て は 、 主 触 媒 が そ の 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で の 時 間 が
短 縮 さ れ る も の で あ る 。 こ の た め に 、 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ８ ３ ３ ６ １ ９ 号 に お い て は 、
タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の タ ー ビ ン を バ イ パ ス す る た め の バ イ パ ス 配 管 が 設 け ら れ て い る 。 こ の
バ イ パ ス 配 管 内 に 、 選 択 的 に 始 動 触 媒 を 配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ こ で は 、 排 気 ガ ス
は バ イ パ ス 配 管 又 は タ ー ビ ン の い ず れ か の 中 を 流 れ 、 こ の 場 合 、 バ イ パ ス 運 転 又 は 正 常 運
転 の 間 の 切 換 が ス ラ イ ダ に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ８ ３ ３ ６ １ ９ 号 に 記 載 の 配 置 に お い て は 、 バ イ パ ス 運 転 及 び 正 常
運 転 の 間 の 「 デ ィ ジ タ ル 」 切 換 の み が 可 能 で あ り 、 即 ち 排 気 ガ ス は バ イ パ ス 配 管 又 は タ ー
ビ ン の い ず れ か を 流 れ る こ と が 問 題 で あ る 。 本 来 設 け ら れ て い る バ イ パ ス 配 管 と は 別 の バ
イ パ ス 配 管 を 提 供 す る こ と は 、 こ の た め に 追 加 の 装 着 ス テ ッ プ が 必 要 と な る こ と に よ り 、
比 較 的 複 雑 に も な り し た が っ て 高 価 と も な る 。 結 局 、 こ の 場 合 も ま た 、 こ の 手 段 に よ り 、
典 型 的 に は 触 媒 ま で の 配 管 が 比 較 的 長 く な り 、 こ れ に よ り 、 一 方 で こ の た め に 必 要 な 配 管
に よ り 比 較 的 コ ス ト が 高 く な り 、 他 方 で 排 気 ガ ス 流 れ が 早 く 冷 却 す る と い う 問 題 が 存 在 す
る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ８ ３ ７ ９ ７ ８ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ５ １ ４ ５ ７ ２ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 ド イ ツ 特 許 公 開 第 １ ９ ８ ３ ３ ６ １ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 従 来 技 術 か ら 出 発 し て 、 触 媒 が 特 に 始 動 過 程 に お い て 向 上 さ れ た 効 率 を 有 す る 、 構
造 的 に 改 良 さ れ た 、 触 媒 を 有 す る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 過 給 式 内 燃 機 関 を 提 供 す る こ と が 本 発
明 の 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ り 、 こ の 課 題 は 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 過 給 装 置 に よ り 解 決 さ れ る 。 請 求 項
１ に 記 載 の よ う に 、
　 そ れ ぞ れ 共 通 軸 を 介 し て 結 合 さ れ て い る 、 排 気 側 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の タ ー ビ
ン 及 び 給 気 側 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 圧 縮 機 を 備 え 、
　 排 気 側 で タ ー ビ ン の 後 方 に 直 列 に 設 け ら れ て い る 少 な く と も 一 つ の 第 １ の 触 媒 を 備 え 、
　 内 燃 機 関 の 低 温 時 に 前 記 第 １ の 触 媒 を 急 速 加 熱 す る た め の 装 置 を 備 え 、
　 前 記 装 置 が 、 そ れ ぞ れ の タ ー ビ ン を バ イ パ ス す る た め の 、 少 な く と も 一 つ の タ ー ビ ン に
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並 列 に 配 置 さ れ た 配 管 を 有 し 、 及 び
　 前 記 装 置 が 切 換 装 置 を 有 し 、 切 換 装 置 は 排 気 側 で 配 管 及 び タ ー ビ ン か ら な る 並 列 配 置 の
手 前 に 直 列 に 設 け ら れ 、 及 び 切 換 装 置 に よ り 、 排 気 ガ ス の ど れ だ け の 部 分 量 が 場 合 に よ り
タ ー ビ ン を 介 し て 、 及 び ど れ だ け の 部 分 量 が 場 合 に よ り 配 管 を 介 し て 第 １ の 触 媒 に 直 接 供
給 さ れ る か を 設 定 可 能 で あ る 、 内 燃 機 関 用 過 給 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 課 題 は さ ら に 請 求 項 １ ５ の 特 徴 を 有 す る 内 燃 機 関 に よ り 解 決 さ れ る 。 請 求 項 １ ５ に
記 載 の よ う に 、
　 少 な く と も 一 つ の 給 気 入 口 及 び 少 な く と も 一 つ の 排 気 出 口 を 設 け た 少 な く と も 一 つ の シ
リ ン ダ を 有 す る エ ン ジ ン ・ ブ ロ ッ ク を 備 え 、
　 過 給 装 置 の タ ー ビ ン が 排 気 出 口 の 後 方 に 配 置 さ れ 且 つ 過 給 装 置 の 圧 縮 機 が 給 気 入 口 の 手
前 に 配 置 さ れ て い る 、 前 記 過 給 装 置 を 備 え た 、
内 燃 機 関 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 切 換 装 置 に よ り 排 気 ガ ス の 少 な く と も 一 部 が タ ー ビ ン を バ イ パ ス さ れ 、 こ の
場 合 、 タ ー ビ ン が 閉 じ ら れ る か 又 は 少 な く と も 一 部 閉 じ ら れ て い る 、 前 記 切 換 装 置 を 設 け
る と い う 考 え 方 を 基 礎 と し て い る 。 タ ー ビ ン が 閉 じ ら れ た 場 合 、 排 気 ガ ス は タ ー ビ ン を バ
イ パ ス さ れ 且 つ 直 接 触 媒 に 導 か れ 、 し か も 触 媒 が そ の 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で 導 か れ る 。
こ の 条 件 に よ り 、 触 媒 が 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で の 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 し た が っ て 、 触 媒
の 転 化 率 し た が っ て 触 媒 の 効 率 も ま た 上 昇 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 タ ー ビ ン 並 び に タ ー ビ ン を バ イ パ ス す る 配 管 部 分 の 少 な く と も 一 部 を 閉 じ る た め の 切 換
機 構 は 、 本 発 明 に よ り 、 タ ー ビ ン な い し タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 組 み 込 ま れ て
い る 。 こ こ で は 、 切 換 機 構 は 、 空 気 式 、 油 圧 式 、 機 械 式 又 は 電 気 式 で 制 御 さ れ る 。 こ の 切
換 機 構 の 制 御 は 制 御 装 置 に よ り 行 わ れ 、 制 御 装 置 は 例 え ば エ ン ジ ン 制 御 の 構 成 部 分 で あ っ
て も 又 は 代 替 態 様 と し て 別 の マ イ ク ロ ・ コ ン ト ロ ー ラ 又 は マ イ ク ロ ・ プ ロ セ ッ サ と し て 形
成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 形 態 及 び 変 更 態 様 が 従 属 請 求 項 並 び に 図 面 に 関 す る 説 明 か ら 理 解 さ れ る
。
　 以 下 に 本 発 明 を 図 面 に 示 す 実 施 態 様 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 面 に 示 す す べ て の 図 に お い て 、 特 に 指 示 が な い か ぎ り 、 同 じ 要 素 な い し 機 能 に は 同 じ
符 号 が 付 け ら れ て い る 。 図 面 の す べ て の 図 に お い て 、 さ ら に 、 排 気 流 れ な い し 給 気 流 れ の
方 向 は そ れ ぞ れ 対 応 す る 配 管 内 の 矢 印 に よ り 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 内 燃 機 関 の 第 １ の 実 施 態 様 を 略 図 で 示 す 。
　 図 １ に お い て 、 符 号 １ に よ り 内 燃 機 関 が 示 さ れ て い る 。 こ の 実 施 態 様 に お い て は 、 内 燃
機 関 １ は 四 気 筒 内 燃 機 関 と し て 列 状 に 形 成 さ れ 、 し た が っ て 相 互 に 列 状 に 配 置 さ れ た 四 つ
の シ リ ン ダ ２ を 有 し て い る 。 内 燃 機 関 １ は フ レ ッ シ ュ ・ エ ア 側 ３ 及 び 排 気 側 ４ を 有 し 、 こ
の 場 合 、 フ レ ッ シ ュ ・ エ ア 側 ３ の 入 口 ７ は 給 気 マ ニ ホ ル ド ５ と 結 合 さ れ 、 及 び 排 気 側 ４ の
内 燃 機 関 １ の 出 口 ８ は 二 つ の 排 気 マ ニ ホ ル ド ６ と 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 燃 機 関 １ は 符 号 １ ０ が 付 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に よ り 過 給 さ れ る 。 こ の 実 施 態 様 に
お い て は 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ は 単 段 で 形 成 さ れ 、 し た が っ て 、 共 通 軸 １ ５ を 介 し て 相
互 に 結 合 さ れ た タ ー ビ ン １ ３ 及 び 圧 縮 機 １ ４ を 有 し て い る 。 排 気 マ ニ ホ ル ド ６ は 下 流 側 で
排 気 管 ２ ０ 、 ２ １ と 結 合 さ れ 、 排 気 管 ２ ０ 、 ２ １ を 介 し て 排 気 ガ ス を 内 燃 機 関 １ の シ リ ン
ダ ２ か ら 排 出 さ せ る こ と が で き る 。 同 様 に 給 気 管 ２ ３ 、 ２ ４ が 設 け ら れ 、 給 気 管 ２ ３ 、 ２
４ は 下 流 側 で 給 気 マ ニ ホ ル ド ５ と 結 合 さ れ て い る 。 給 気 管 ２ ３ 、 ２ ４ 及 び 圧 縮 機 １ ４ を 介
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し て 内 燃 機 関 １ の シ リ ン ダ ２ に 給 気 を 供 給 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 給 気 冷 却 器 ２ ６ が 設 け ら れ 、 給 気 冷 却 器 ２ ６ は 圧 縮 機 １ ４ と 内 燃 機 関 １ の 入 口 ７
と の 間 に お い て 給 気 管 ２ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
　 さ ら に 、 圧 縮 機 １ ４ に 並 列 に 配 置 さ れ た 配 管 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の
配 管 ３ ３ は 圧 縮 機 １ ４ の 入 口 の 手 前 に お い て 給 気 管 ２ ３ か ら 分 岐 し 且 つ 圧 縮 機 １ ４ の 後 方
で 給 気 管 ２ ４ 内 に 合 流 す る 。 配 管 ３ ３ 内 に さ ら に バ イ パ ス 弁 ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 し た
が っ て 、 そ の 中 に 含 ま れ て い る バ イ パ ス 弁 ３ ４ な い し 配 管 開 閉 装 置 ３ ４ を 備 え た 配 管 ３ ３
は 圧 縮 機 １ ４ を バ イ パ ス し て い る 。 バ イ パ ス 弁 ３ ４ は 、 例 え ば 電 気 式 、 空 気 式 又 は 油 圧 式
で 操 作 又 は 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ り 、 排 気 側 バ イ パ ス 装 置 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 バ イ パ ス 装 置 ４ ０ は タ ー ビ
ン １ ３ に 並 列 に 配 置 さ れ て い る 配 管 部 分 ４ １ を 含 む 。 し た が っ て 、 配 管 部 分 ４ １ は タ ー ビ
ン 羽 根 車 １ ３ の 手 前 で 排 気 管 ２ ０ か ら 分 岐 し 且 つ タ ー ビ ン １ ３ の 後 方 で 再 び 排 気 管 ２ １ 内
に 合 流 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ イ パ ス 装 置 ４ ０ は さ ら に 切 換 装 置 ４ ２ を 含 み 、 切 換 装 置 ４ ２ は タ ー ビ ン 羽 根 車 １ ３ の
手 前 の 分 岐 点 ４ ３ に お い て 排 気 管 ２ ０ に 配 置 さ れ て い る 。 代 替 態 様 に お い て 、 こ の 切 換 装
置 ４ ２ は 追 加 態 様 又 は 代 替 態 様 と し て 合 流 点 ４ ４ の 範 囲 内 に 設 け ら れ て い て も よ い が 、 こ
の 配 置 は 、 上 記 の タ ー ビ ン １ ３ の 手 前 の 配 置 ほ ど 有 利 で は な い 。 切 換 装 置 ４ ２ は 同 様 に 操
作 可 能 又 は 制 御 可 能 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 切 換 装 置 ４ ２ の 特 別 の 利 点 は 、 排 気 ガ
ス が す べ て 排 気 管 ２ ０ を 介 し て 流 れ る 位 置 と 、 排 気 ガ ス が す べ て 配 管 部 分 ４ １ を 介 し て 流
れ る 位 置 と の 間 で 往 復 切 換 が 可 能 で あ る こ と に あ る 。 こ の 準 「 デ ィ ジ タ ル 的 」 切 換 可 能 性
の ほ か に 、 き わ め て 有 利 な 運 転 方 式 に お い て は 、 排 気 ガ ス の 一 部 の み を 排 気 管 ２ ０ を 介 し
て 流 し 、 一 方 、 排 気 ガ ス の 残 り の 部 分 は 配 管 部 分 ４ １ を 介 し て 流 れ る 可 能 性 も ま た 存 在 す
る 。 こ れ に よ り 、 あ る 程 度 排 気 ガ ス 流 れ の 無 段 切 換 が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 無 段 に し
た が っ て 適 切 に 、 あ る 排 気 ガ ス 量 を 両 方 の 配 管 ２ ０ 、 ２ １ 、 ４ １ に 配 分 す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 内 燃 機 関 １ 及 び タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ の そ れ ぞ れ の 運 転 状 態 に 適 合 さ れ 且
つ 最 適 化 さ れ た 、 排 気 管 ２ ０ 、 ２ １ 、 ４ １ 内 に お け る 排 気 ガ ス の 配 分 を 設 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 切 換 装 置 ４ ２ は 、 希 望 す る 機 能 性 に 応 じ て そ れ ぞ れ 、 配 管 開 閉 装 置 、 制 御 弁 、 遮 断 開 閉
装 置 を 有 す る 分 路 器 、 ス ラ イ ダ 等 と し て 形 成 す る こ と が で き る 。 排 気 管 ２ １ 内 に 触 媒 ３ ０
が 配 置 さ れ て い る 。 本 発 明 の バ イ パ ス 装 置 ４ ０ に よ り 、 触 媒 ３ ０ の 始 動 特 性 を 改 善 す る た
め の 改 良 さ れ た 調 節 可 能 性 が 得 ら れ る 。 熱 の 消 費 部 と し て 働 く 排 気 ガ ス ・ タ ー ボ チ ャ ー ジ
ャ の タ ー ビ ン １ ３ を バ イ パ ス す る こ と に よ り 、 全 排 気 ガ ス 流 れ を 、 配 管 ４ １ を 介 し て 触 媒
３ ０ に 直 接 導 く こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 触 媒 ３ ０ の 急 速 始 動 し た が っ て 排 気 ガ ス ・ テ
ス ト の 最 初 の 時 点 か ら 良 好 な 転 化 率 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 切 換 装 置 ４ ２ 及 び ／ 又 は バ イ パ ス 弁 ３ ４ は 、 図 １ に は 示 さ れ て い な い 制 御 又 は 操 作 装 置
を 介 し て 制 御 可 能 又 は 操 作 可 能 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 図 １ に お け る 配 置 と は 異 な り 、 図 ２ に 示 す タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 過 給 式 内 燃 機 関 １ は 、 可 変
タ ー ビ ン 形 状 （ Ｖ Ｔ Ｇ ） を も つ タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ を 有 し て い る 。 こ の よ う な 可 変 タ ー
ビ ン 形 状 の 機 能 は す べ て の 図 に お い て 矢 印 で 表 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に お け る 配 置 と は 異 な り 、 図 ３ に 示 す タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 過 給 式 内 燃 機 関 は 、 よ り エ
ン ジ ン に 近 い 前 置 触 媒 ３ １ を 有 し て い る 。 こ の 前 置 触 媒 ３ １ は バ イ パ ス 装 置 ４ ０ の 配 管 部
分 ４ １ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に 関 し て 、 「 よ り エ ン ジ ン に 近 い 」 と は 、 内 燃 機 関 １ の
エ ン ジ ン か ら 排 出 さ れ る 、 前 置 触 媒 ３ １ へ の き わ め て 高 温 の 排 気 ガ ス 流 れ は 、 主 触 媒 ３ ０
ま で よ り も 、 排 気 管 ２ ０ 内 の よ り 短 い 区 間 を 流 れ る に す ぎ な い こ と を 意 味 す る 。 前 置 触 媒
３ １ を 提 供 す る こ と に よ り 、 排 気 ガ ス ・ テ ス ト の 最 初 の 時 点 に お け る 始 動 特 性 及 び 転 化 率
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が さ ら に 改 善 さ れ る 。 典 型 的 に は 、 こ の 前 置 触 媒 ３ １ は 主 触 媒 ３ ０ よ り も サ イ ズ が は る か
に 小 さ い の で 、 こ の 結 果 、 前 置 触 媒 ３ １ は 、 そ の よ り 小 さ い サ イ ズ に よ り 、 特 に そ れ が よ
り エ ン ジ ン に 近 い こ と に よ り 、 主 触 媒 ３ ０ よ り も き わ め て 急 速 に 加 熱 さ れ る 。 こ の 条 件 に
よ り 、 高 温 触 媒 に お い て は 低 温 触 媒 に お い て よ り も 排 気 ガ ス は よ り 良 好 に 浄 化 さ れ る の で
、 前 置 触 媒 ３ １ の な い 配 置 に 比 較 し て 、 転 化 率 は き わ め て よ り 早 く に 許 容 転 化 率 値 に 既 に
到 達 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 置 触 媒 ３ １ は 、 主 触 媒 ３ ０ が そ の 作 動 温 度 に 到 達 す る ま で の 間 投 入 さ れ た ま ま で あ る
。 次 に 切 換 装 置 ４ ２ が デ ィ ジ タ ル 的 に 又 は 無 段 に 切 り 換 え ら れ 、 こ れ に よ り 、 全 排 気 ガ ス
流 れ 又 は 排 気 ガ ス の 少 な く と も 一 部 が 排 気 管 ２ ０ 及 び タ ー ビ ン １ ３ を 介 し て 流 れ る こ と が
で き る 。 正 常 運 転 に お い て 、 即 ち 主 触 媒 ３ ０ が 完 全 に 加 熱 さ れ た と き 、 前 置 触 媒 ３ １ は 典
型 的 に は バ イ パ ス さ れ る か 、 な い し は 切 り 離 さ れ て い る 。 代 替 態 様 に お い て 、 前 置 触 媒 ３
１ は 、 分 岐 点 ４ ３ の 手 前 に 配 置 さ れ た 排 気 管 ２ ０ の 範 囲 内 、 又 は 合 流 点 ４ ４ と 主 触 媒 ３ ０
と の 間 に 配 置 さ れ た 排 気 管 ２ １ の 範 囲 内 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 し か し な が ら 、 前 置 触
媒 ３ １ の こ の よ う な 配 置 は 、 こ の と き に は 切 離 し の 可 能 性 が も は や 与 え ら れ て い な い の で
、 や や 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ と は 異 な り 、 図 ４ に 示 す 配 置 は 二 段 に 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ を 有 し て い
る 。 こ の よ う な 二 段 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ は 高 圧 段 １ １ 及 び 低 圧 段 １ ２ を 有 し て い る 。 高
圧 段 １ １ は 、 共 通 軸 １ ５ を 介 し て 相 互 に 剛 に 結 合 さ れ て い る 高 圧 タ ー ビ ン １ ３ 及 び 高 圧 圧
縮 機 １ ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 低 圧 段 １ ２ は 、 共 通 軸 １ ８ に よ り 相 互 に 結 合 さ れ
た 低 圧 タ ー ビ ン １ ６ 及 び 高 圧 タ ー ビ ン １ ７ を 有 し て い る 。 高 圧 段 １ １ は 排 気 側 に お い て 低
圧 段 １ ２ の 手 前 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 二 段 に 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ を 提 供 す る こ と に よ り 、 内 燃 機 関 １ の ト ル ク 、
そ れ に 伴 っ て 定 格 出 力 の 上 昇 を 達 成 す る こ と が で き る 。
　 低 圧 タ ー ビ ン １ ６ の タ ー ビ ン 羽 根 車 直 径 は 、 こ の 実 施 態 様 に お い て は 、 高 圧 タ ー ビ ン の
タ ー ビ ン 羽 根 車 直 径 よ り 大 き く 、 こ の 場 合 、 低 圧 タ ー ビ ン と 高 圧 タ ー ビ ン と の 間 の 羽 根 車
直 径 比 は 典 型 的 に は １ ． ２ な い し １ ． ８ の 範 囲 内 に あ る が 、 必 ず し も こ の 範 囲 内 に あ る 必
要 は な い 。 同 様 に 、 高 圧 圧 縮 機 １ ４ の 圧 縮 機 羽 根 車 は 低 圧 圧 縮 機 １ ７ の 圧 縮 機 羽 根 車 よ り
小 さ い 直 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 両 方 の タ ー ビ ン １ ３ 、 １ ６ は 相 互 に 直 列 に 配 置 さ れ 、 こ の 場 合 、 高 圧 タ ー ビ ン １ ３ は 排
気 管 ２ ２ を 介 し て 低 圧 タ ー ビ ン １ ６ と 結 合 さ れ 、 且 つ 排 気 ガ ス の 流 れ 方 向 に お い て 低 圧 タ
ー ビ ン １ ６ の 手 前 に 配 置 さ れ て い る 。 同 様 に 、 低 圧 圧 縮 機 １ ７ 及 び 高 圧 圧 縮 機 １ ４ は 相 互
に 直 列 に 配 置 さ れ 且 つ 給 気 管 ２ ５ を 介 し て 相 互 に 結 合 さ れ 、 こ の 場 合 、 低 圧 圧 縮 機 １ ７ は
給 気 の 流 れ 方 向 に お い て 高 圧 圧 縮 機 １ ４ の 手 前 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 必 要 な 場 合 に は 、 給 気 冷 却 器 ２ ６ に 追 加 し て 、 例 え ば 給 気 管 ２ ５ 内 に 配 置 さ れ た 他 の 給
気 冷 却 器 が 設 け ら れ て い て も よ い 。
　 図 ５ は 本 発 明 に よ る 二 段 過 給 式 内 燃 機 関 の 特 に 好 ま し い 第 ５ の 実 施 態 様 を 略 図 で 示 す 。
図 ５ に お け る 好 ま し い 配 置 は 、 本 質 的 に 、 図 １ － ４ に 対 応 す る 内 燃 機 関 １ の 異 な る 形 態 の
組 み 合 わ せ か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ は 二 段 に 形 成 さ れ た 可
変 タ ー ビ ン 形 状 を 有 す る タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ と し て 形 成 さ れ て い る 。 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０
の 両 方 の タ ー ビ ン １ ３ 、 １ ６ に 並 列 に 前 置 触 媒 ３ １ が 配 置 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ り 、 こ
の 配 置 は バ イ パ ス 装 置 ４ ０ を 有 し 、 バ イ パ ス 装 置 ４ ０ は 、 中 に 含 ま れ て い る 切 換 装 置 ４ ２
を 有 す る 配 管 部 分 ４ １ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 す べ て の 実 施 態 様 に お い て 、 高 圧 タ ー ビ ン １ ３ 又 は 低 圧 タ ー ビ ン １ ６ も 、 い わ
ゆ る 双 流 タ ー ビ ン と し て 形 成 さ れ て い て も よ い こ と は 当 然 で あ る こ と を 注 記 し て お く 。 さ
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ら に 、 図 ４ 及 び ５ に お い て 、 追 加 態 様 又 は 代 替 態 様 と し て 、 低 圧 タ ー ビ ン １ ６ が 可 変 タ ー
ビ ン 形 状 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ は さ ら に 制 御 装 置 ５ ０ を 示 す 。 制 御 装 置 ５ ０ は 、 図 ５ に は 示 さ れ て い な い 制 御 ラ イ
ン 又 は デ ー タ ラ イ ン を 介 し て 、 切 換 装 置 ４ ２ 及 び ／ 又 は バ イ パ ス 開 閉 装 置 ３ ４ 及 び ／ 又 は
可 変 タ ー ビ ン 形 状 を も つ タ ー ビ ン １ ３ と 結 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ
１ ０ の こ れ ら の 要 素 は 、 制 御 信 号 又 は デ ー タ 信 号 ａ １ 、 ａ ２ 、 ａ ３ に よ り 、 こ れ ら の 要 素
が 必 要 に 応 じ て 設 定 可 能 な よ う に 調 節 可 能 で あ る 。 特 に こ れ に よ り 、 切 換 装 置 ４ ２ に お い
て 、 正 確 に 設 定 さ れ た 排 気 ガ ス 量 が そ れ ぞ れ 、 タ ー ビ ン １ ３ 内 を 流 れ 、 な い し 配 管 部 分 ４
１ を 介 し て 分 岐 さ れ る こ と が 保 証 さ れ る 。 配 管 部 分 ４ １ な い し タ ー ビ ン １ ３ 内 の 流 量 の こ
の 設 定 は 無 段 に 且 つ 有 利 な 場 合 に は 制 御 装 置 ５ ０ に よ り 動 的 に 実 行 可 能 で あ る 。 同 様 の こ
と が 、 可 変 タ ー ビ ン 形 状 を も つ タ ー ビ ン １ ３ の 、 並 び に バ イ パ ス 開 閉 装 置 ３ ４ の そ れ ぞ れ
の 位 置 の 設 定 に お い て も 当 て は ま る 。 こ の よ う に し て 、 そ れ ぞ れ の エ ン ジ ン 出 力 、 そ の 時
点 の エ ン ジ ン 負 荷 及 び 排 気 ガ ス 全 流 量 の 関 数 と し て 、 触 媒 ３ ０ 、 ３ １ の 最 適 加 熱 即 ち で き
る だ け 急 速 な 加 熱 を 達 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 追 加 態 様 と し て 、 セ ン サ 装 置 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 セ ン サ 装 置 ５ ２ は 、 排 気 ガ ス の 温
度 ｂ １ 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の 触 媒 ３ ０ 、 ３ １ の 温 度 ｂ ２ 及 び ／ 又 は 内 燃 機 関 １ の 回
転 速 度 ｂ ３ 及 び ／ 又 は 少 な く と も 一 つ の タ ー ビ ン １ ３ 、 １ ６ の 回 転 速 度 ｂ ４ 及 び ／ 又 は 少
な く と も 一 つ の 圧 縮 機 １ ４ 、 １ ７ の 回 転 速 度 ｂ ５ を 測 定 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 以 下
に お い て 運 転 特 性 変 数 と も 呼 ば れ る 、 得 ら れ た こ れ ら の 測 定 信 号 ｂ １ － ｂ ５ は 、 そ れ に 続
い て 制 御 装 置 ５ ０ に 供 給 さ れ る 。 制 御 装 置 ５ ０ は 、 こ れ ら の 測 定 信 号 か ら 制 御 な い し 操 作
信 号 ａ １ － ａ ３ を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 換 装 置 、 配 管 開 閉 装 置 、 閉 鎖 本 体 並 び に そ の 形 状 を 可 変 に 設 定 可 能 な タ ー ビ ン を 運 転
特 性 変 数 の 関 数 と し て 制 御 す る た め に 、 こ れ ら は 、 電 子 式 エ ン ジ ン 制 御 ５ ０ 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ
に 接 続 さ れ 、 電 子 式 エ ン ジ ン 制 御 ５ ０ は 運 転 を 最 適 に す る よ う な 排 気 ガ ス 質 量 流 量 の 配 分
を 行 う 。 異 な る バ イ パ ス 割 合 、 異 な る 流 量 比 及 び 異 な る タ ー ビ ン 位 置 を 設 定 で き る こ と に
よ り 、 低 温 状 態 に お い て 、 一 方 で タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 有 効 利 用 を 可 能 に し 、 他 方 で 触 媒 の
高 い 効 率 に よ る 高 い 排 気 ガ ス 浄 化 を 可 能 に す る 、 全 排 気 ガ ス 量 の 配 分 の た め の 追 加 の 自 由
度 が 得 ら れ る こ と が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 特 に 有 利 な 形 態 に お い て は 、 バ イ パ ス 装 置 ４ ０ が 、 配 管 部 分 ４ １ 及 び 切 換 装 置 ４ ２ と 共
に 、 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ １ ０ の ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 に 組 み 込 ま れ て い る 。 本 発 明 の 特 に 有 利 な
形 態 に お い て は 、 追 加 態 様 と し て 、 前 置 触 媒 ３ １ も ま た ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 に 組 み 込 ま れ て
い る 。 図 １ － ５ の す べ て に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ ５ １ は 破 線 で 示 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ る
こ れ ら の 形 態 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 に 組 み 込 ま れ た 前 置 触 媒 ３ １ が 設 け ら れ て い る 場
合 、 そ れ が よ り エ ン ジ ン に 近 い こ と に よ り 、 き わ め て 急 速 な 触 媒 ３ １ の 加 熱 、 そ れ に 伴 っ
て 短 時 間 に 触 媒 装 置 の 高 い 効 率 を 達 成 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 配 管 ４ １ の 少 な く と も 一 部 が
ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 に 組 み 込 ま れ て い る こ と に よ り 、 装 着 が き わ め て 容 易 に 可 能 で あ り 、 こ
れ に よ り 、 こ の 集 合 配 置 は 全 体 と し て コ ス ト 的 に 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し い 実 施 態 様 に お い て は 、 低 圧 段 は 高 圧 段 に 比 較 し て 、 対 応 タ ー ビ ン 羽 根 車 の よ り
大 き な 直 径 を 有 し て い る 。
　 上 記 の 実 施 態 様 に お い て は そ れ ぞ れ 、 バ イ パ ス 配 管 に 対 す る 切 換 装 置 の 制 御 並 び に エ ン
ジ ン 制 御 に よ る タ ー ビ ン 形 状 の 制 御 が 記 載 さ れ て き た 。 幾 つ か の 又 は す べ て の こ れ ら の 要
素 を 、 他 の 方 法 で も 制 御 可 能 で あ り 、 又 は 固 有 に 設 け ら れ た 制 御 装 置 に よ り 希 望 の 運 転 状
態 に 適 合 可 能 で あ る こ と は 当 然 で あ る 。 こ の 場 合 、 こ の 設 定 は 、 電 気 式 、 空 気 式 、 油 圧 式
、 機 械 式 等 で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 本 発 明 は 、 二 段 に 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の み に 制 約 さ れ ず 、 む し ろ 単 段 で 形 成 さ
れ 又 は 三 段 又 は 複 数 段 に 形 成 さ れ た タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に も 拡 張 可 能 で あ る こ と は 当 然 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 は 四 気 筒 列 状 構 造 の デ ィ ー ゼ ル 内 燃 機 関 の み に 制 約 さ れ ず 、 通 常 配 置 の
任 意 の 数 の シ リ ン ダ を 有 す る 任 意 の 内 燃 機 関 に 拡 張 可 能 で あ る 。
　 要 約 す る と 、 上 記 の よ う に 形 成 さ れ た 、 正 常 運 転 と バ イ パ ス 運 転 と の 間 で 無 段 切 換 を も
つ タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ に よ り 、 従 来 技 術 の よ う な 構 造 的 に 複 雑 で 且 つ 高 価 な 方 法 が 実 行 さ れ
る こ と な く 、 簡 単 に し か も 有 効 に 触 媒 の よ り 高 い 効 率 を 達 成 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 、 バ イ
パ ス 配 管 が タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 組 み 込 ま れ て い る こ と が 有 利 で あ る と い え
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 原 理 及 び そ の 実 際 利 用 を で き る だ け わ か り や す く 説 明 す る た め に 本 発 明 を 上 記
の よ う に 説 明 し て き た が 、 適 切 な 変 更 に よ り 、 本 発 明 を 種 々 の 他 の 実 施 態 様 に お い て 実 行
可 能 で あ る こ と は 当 然 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 バ イ パ ス 装 置 を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 単 段 過 給 式 内 燃 機 関 の 第 １ の 実 施 態 様 で あ
る 。
【 図 ２ 】 可 変 タ ー ビ ン 形 状 を 有 す る 、 図 １ に 対 応 の 本 発 明 に よ る 単 段 過 給 式 内 燃 機 関 の 第
２ の 実 施 態 様 で あ る 。
【 図 ３ 】 バ イ パ ス 配 管 内 に 前 置 触 媒 を 有 す る 、 図 １ に 対 応 の 本 発 明 に よ る 単 段 過 給 式 内 燃
機 関 の 第 ３ の 実 施 態 様 で あ る 。
【 図 ４ 】 二 段 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ を 有 す る 、 本 発 明 に よ る 内 燃 機 関 の 第 ４ の 実 施 態 様 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 二 段 過 給 式 内 燃 機 関 の 特 に 好 ま し い 第 ５ の 実 施 態 様 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 内 燃 機 関 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ 　 シ リ ン ダ
　 ３ 　 給 気 側 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 排 気 側
　 ５ 　 給 気 マ ニ ホ ル ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ 　 排 気 マ ニ ホ ル ド
　 ７ 　 入 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 　 出 口
　 １ ０ 　 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 高 圧 段
　 １ ２ 　 低 圧 段 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ 　 （ 高 圧 ） タ ー ビ ン
　 １ ４ 　 （ 高 圧 ） 圧 縮 機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 軸
　 １ ６ 　 低 圧 タ ー ビ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ７ 　 低 圧 圧 縮 機
　 １ ８ 　 軸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 、 ２ １ 、 ２ ２ 　 排 気 管
　 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 　 給 気 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ６ 　 給 気 冷 却 器
　 ３ ０ 　 触 媒 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ １ 　 前 置 触 媒
　 ３ ３ 　 バ イ パ ス 配 管 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ４ 　 バ イ パ ス 弁 、 配 管 開 閉 装 置
　 ４ ０ 　 バ イ パ ス 装 置 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ １ 　 配 管 部 分
　 ４ ２ 　 切 換 装 置 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ３ 　 分 岐 点
　 ４ ４ 　 合 流 点 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 制 御 装 置
　 ５ １ 　 ハ ウ ジ ン グ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ 　 セ ン サ 装 置
　 ａ １ － ａ ３ 　 制 御 ／ デ ー タ 信 号 　 　 　 　 　 　 　 ｂ １ － ｂ ５ 　 運 転 特 性 変 数
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(11) JP 2004-100694 A 2004.4.2



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ０２Ｂ  37/24                         Ｆ０１Ｎ   3/24    　　　Ｌ          　　　　　
   Ｆ０２Ｄ  23/00                         Ｆ０１Ｎ   3/24    ＺＡＢＴ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０２Ｄ  23/00    　　　Ｎ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０２Ｂ  37/12    ３０１Ｑ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０２Ｂ  37/00    ３０１Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｆ０２Ｂ  37/00    ３０３Ｂ          　　　　　

(74)代理人  100076691
            弁理士　増井　忠弐
(74)代理人  100075270
            弁理士　小林　泰
(74)代理人  100080137
            弁理士　千葉　昭男
(74)代理人  100096013
            弁理士　富田　博行
(74)代理人  100093805
            弁理士　内田　博
(72)発明者  パトリック・ホエッカー
            ドイツ連邦共和国デー－７６８２９　ランタオ，ノルトリング　２
Ｆターム(参考) 3G005 DA02  EA15  FA05  FA35  GB17  GB22  GB28  HA13  HA18
　　　　 　　  3G091 AA10  AA17  AA18  AA28  AB01  BA03  CA12  CA13  DB10  EA01
　　　　 　　        EA17  EA18  EA31  FA02  FA04  FA12  FB02  FC07  GA06  HA08
　　　　 　　        HB03  HB06
　　　　 　　  3G092 AA01  AA02  AA18  AB02  AB03  DB03  DB05  DC15  DF02  DF09
　　　　 　　        EA07  EA11  FA15  FA42  GA01  GA02  HD01Y HD01Z HD02Y HD02Z
　　　　 　　        HE01Y HE01Z

(12) JP 2004-100694 A 2004.4.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

